
岐阜県の養豚農家で

豚コレラ（国内２５例目） の疑似患畜
が確認されました

<発生施設の概要>
所在地：岐阜県山県市 飼育頭数：８，１２２頭
<経緯>
岐阜県は、６月４日（火）に農場から「飼育豚が異常を呈して

いる」との報告を受け、立入検査及び精密検査を実施したとこ
ろ、本日（６月５日(水)）に豚コレラの疑似患畜であることを確
認しました。
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生産者、畜産関係者の皆様には、

以下の対策の徹底を改めてお願いします!!

異常を見つけた場合には直ちに山梨県東部家畜保健衛生所まで
電話： 0 5 5 - 2 6 2 - 3 1 6 6 F A X ： 0 5 5 - 2 6 2 - 3 1 0 8
夜間・土日・休日の連絡先： 0 9 0 - 5 5 3 5 - 8 0 0 5
土日・休日の連絡先： 0 9 0 - 5 5 4 4 - 7 8 6 8

飼養豚の毎日の健康観察による

異常の早期発見・早期通報の再徹底を
お願いします。

2018年9月から続発!!



＜人・物・車両によるウイルスの持込み防止＞

 飼養衛生管理区域、豚舎への出入りの際の洗
浄・消毒

 衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用

※特に立入る頻度が高く、ウイルスが侵入するリスクの
高い分娩舎等で清掃・消毒・手洗い等を徹底するとと
もに、専用長靴を使用

 飼料に肉を含み、又は含む可能性があるときは、
あらかじめ摂氏70度・30分間以上又は摂氏80
度・3分間以上の加熱処理

＜野生動物対策＞

 飼料保管場所等へのねずみ等の野生動物の排
せつ物等の混入防止

※ ウイルスを伝播する可能性のあるネズミ等の野生動
物対策に万全を期すため、日頃から殺鼠剤の散布や、
消毒効果も含め、農場周囲への消石灰の散布を念入
りに行う

 豚舎周囲の清掃、整理・整頓

 死亡家畜の処理までの間、野生動物に荒らされ
ないよう適切に保管

生産者、畜産関係者の皆様には、
以下の対策の徹底を改めてお願いします。


